
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者１４名でした 

１１月２６日 南信州地域難病患者家族の会 健康リハビリ会 座談会 

リンゴ出荷最盛期でリンゴ農園大忙しの松尾代表、 飲み込み

は重要です、しっかり学びましょうと挨拶されました 

講師のまるやまファミリークリニック 

 リハビリ科  理学療法士  北澤先生 

今回も事務局次長の寺澤さんが司会進行です 

実際の口の中を口腔咽頭部の動画で
説明いただきました 

嚥下障害は命にかかわるので、まずは飲み込みのメカニズム

に関して理解しましょう！ 

健和会病院 リハビリテーション技術部 

言語聴覚士  栗澤祥平 先生 

気管に入ってしまうことは命に関わる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

安全に食事をするには 

⇐ 

これで3回目の参加、宮脇さん（マナくん）の 

ホームページ「マナくんち」を紹介しました 

 

 

左図が坐位、分かりにくいですが気管の周りに食物が残り 

右図の側臥位は右に横になっていて右図下に食物が 

あるので誤嚥リスクが低いです 矢印気管です 

横を向いて食べると気管周辺に食物が残り 
にくく誤嚥リスクが低減します 
 
 

透明咽頭モデルを使って後傾姿勢の危険性を説明、 

透明なのでよくわかります 

 

 

⇐ 

⇐ 

嚥下するときの姿勢が大事 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 
 

あいうべ体操を栗澤先生のご指導で 
大きな声を出しながら取り組みました 
 
 

古田さんの持寄ったパタカラ

で「線路は続くよどこまでも」

をみんなで歌いました 

 
 

実際にお茶とぜり―で嚥下チャレンジを行いました 
 
 
 

座談会は2つに分かれて行いました      
話が尽きなく白熱しました！ 
 
 

咽頭透明模型を手にとってたしかめて 
 
 
 
 

松尾代表は豪快にのどにお茶を落とし込んでみました 
 
 
 


